
「放射線技術学シリーズ 放射線システム情報学」正誤表 

（第１版第１刷，オーム社） 

頁 行 誤 正 

見返し  宮地和明（金沢大学大学院医療系研究科） 宮地利明（金沢大学大学院医学系研究科） 

112 2 出して取り出作業である． 出して取り出す作業である． 

140 37 「システム連携機能」やアーキテクチャの 「システム連携機能」や「アーキテクチャの 

180 15 より始めて意味の より初めて意味の 

244 12 HIS のオーだ機能の一つ HIS のオーダ機能の一つ 

248 6，7 6，7 行目の間に以下の内容が入ります． 

 

問題６ 

Ｃ：機密性 

Ｉ：完全性 

Ａ：可用性 

 

問題７ 

・機密性に関する脅威：不正アクセス、覗き見、漏えい、持ち出し、不適切な廃棄、盗難、

紛失 

・完全性に関する脅威：改ざん、き損、滅失 

・可用性に関する脅威：サイバー攻撃による IT 障害、ソフトウェアのバグや故障による IT

障害、災害による IT 障害等の内、いずれか２点． 

 

問題８ 

・他人の ID、パスワードを無断で使用してアクセスする行為 

・セキュリティホールなどを利用して侵入する行為 

・他人の ID、パスワードを無断で提供する行為 

等の内、いずれか２点． 

248 7 問題６ 問題９ 

248 10 問題７ 問題１０ 

248 15 問題８ 問題１１ 

 


